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0㎝の平均値 1，144 820 1，954
20㎝の平均値 1，208 856 2，058























































































サクラが咲いた 63 75 71














1 2 3 4 5
0 1，760 1，600 1，800 1，750 1，650
10 1，750 1，600 1，850 1，830 1，700
20 1，850 1，600 1，900 1，950 1，800
30 1，900 1，650 1，900 1，980 1，900
40 1，960 1，700 1，800 1，900 1，700
50 2，040 1，750 1，900 2，150 1，900
60 2，220 1，750 2，500 2，650 2，700
70 2，400 1，800 3，000以上 3，000以上 3，000以上







1 2 3 4 5
0 2，100 1，950 2，100 2，ユ00 2，050
10 2，150 2，000 2，150 2，150 2，100
20 2，200 2，000 2，200 2，200 2，150
30 2，250 2，050 2，200 2，200 2，200
40 2，300 2，200 2，150 2，100 2，100
50 2，450 2，200 2，350 2，200 2，300
60 2，500 2，250 2，800 2，700 2，750
70 2，550　　　　　「 2，300 3，0（X〕以上 3，㎜以 3，㎜以上























































0 0．1 0．2 0．3 0．4 0．5 0．6 0．7 0．8 0．9
0 4π1 4．0547π1 4．0134π1 4．1269π1 4．2365π1 4．3944π1 4．6210π1 4．9560π1 5．4931π1 6．5432π1
0．1 4．0134π1 4．0269π1 4．0683π1 4．1404π1 4．2505π1 4．4084π1 4．6354π1 4．9710π1 5．5086π1 6．5611π1
0．2 4．0547π1 4．0683π1 4．1100π1 4．1828π1 4．2932π1 4．4524π1 4．6805π1 5．0174π1 5．5574π1 6．6127π1
0．3 4．1269π1 4．1404π1 4．1828π1 4．2562π1 4．3675π1 4．5285π1 4．7586π1 5．0990π1 5．6429π1 6．7052π1
0．4 4．2365π1 4．2505π1 4．2932π1 4．3675π1 4．4810π1 4．6438π1 4．8771π1 5．2212π1 5．7716π1 6．8417π1
0．5 4．3944π1 4．4084π1 4．4524π1 4．5285π1 4．6438π1 4．8097π1 5．0476π1 5．3976π1 5．9562π1 7．0391π1
0．6 4．6210π1 4．6354π1 4．6805π1 4．7586π1 4．8771π1 5．0476π1 5．2910π1 5．6486π1 6．2186π1 7．3175π1
0．7 4．9560π1 4．9710π1 5．0174π1 5、0990π1 5、2212π1 5、3976π1 5．6486π1 6．0177π1 6、6008π1 7、7232π1
0．8 5．4931π1 5．5086π1 5．5574π1 5．6429π1 5．7716π1 5．9526π1 6．2186π1 6．6008π1 7．2071π1 8．3583π1
0．9 6．5432π1 6．5611π1 6．6127π1 6．7052π1 6．8417π1 7．0391π1 7．3175π1 7．7232π1 8．3583π1 9．5545π1
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5．総括並びに考案
　人間が火を発見してから何10万年の歴史を経
てきている．燈火の歴史は人間社会の歴史そのも
のである．照明があらゆる科学，工学医学に取入
れられ確立されたのは今世紀に入って電燈が現わ
れてからである．火の発見の初期においては狩猟，
調理，時には戦闘に用いられてきた．19世紀末か
ら20世紀にかけて石油ランプとガス燈が発明さ
れ照明は世の中でクローズアップされだし，その
上白熱電球の発明と電気技術の発達は電気エネル
ギーの光エネルギーへと変換する大いなる役割を
はたしてきた．一方，電球の普及はめざましく，
幾多の改良進歩が加えられ，世の中は20世紀の半
ばまでに白熱電球に移行した．また放電ランプも
19世紀の初頭に現われ，実用的に普及をみたのは
1920年頃G．Claudeのネオン管が始めてで，その
後封入ガスの種類を加え光の色彩も豊富になり，
今世紀半ぽ以後の光ランプにより放電ランプが普
及するに至った、以上のような発達の段階で，社
会の機構，生活様式，光に対する親和感のために
多種多様の選択が行なわれた．それに高度の科学，
生産技術，照明器具，測定器の発達に伴って種々
変化発達した．それに加え照明設計理論の発展，
生理学的研究，心理学的考え方の変化発達と相
まって今日の様な照明工学が確立され，体系化を
見るに至った．照明工学の理論と技術は，自然科
学と共に近年100年の間に驚くべき発展をなしと
げ，電気は安定したエネルギー供給，発光とその
制御，測定などに欠かせないものであり，最たる
機能として照明の源となった．照明の人に与える
重要な影響力の一面である快・不快に関する生理
的，心理的効果については未だ不明な点が多い．
外界の刺激に対する人間の感受性，情報処理がど
の様に行なわれているかは未だに判明していな
い．特に人体にきわめて強い関係を持つ医療に関
して照明とのかかわり合いは，不明な点が多くこ
れを解決するのが急務と言わざるを得ない．また
特に歯科医学においての心理的な影響効果につい
ては，奥行きの深い問題を残している．
　歯科診療室の照明は，それにたずさわる人達と，
患者がお互いに快適な治療を施し得られる様設計
されるべきである．また作業的に十分に最も敏速
適切に活躍できる様照明は全般的に明るくしなけ
ればならない、積分球模型の基礎的実験では，歯
科治療作業位置において，1500～2000Lxの照度
を得る事ができた．歯科治療は最近予約診療が多
く，長時間作業をしなけれぽならないため，照明
器具は拡散性の高いものを使用し，軟らかい光を
得る様努力すべきである．均一な軟らかい光を得
るには，積分球の中に光源を置くのが最も良く，
法則にも示したごとく，反射率が一様な完全拡散
性を得ることができる．ただ診療室の床の位置，
積分球をどこで切るかが問題であるが，基礎実験
では作業位置においては均一になる事がわかっ
た．また，積分球の中に搬入される医療機器具の
大きさ，形，色が問題であると思う．歯科診療室
内では精密な作業が強要されるので無影である事
が望ましい．さらに，照明光線に含まれている熱
線をできるだけ除去するためにハロゲン光源（A
光源）多燈式が良く，配光の優れた演色性の良い
螢光燈，特に昼光色D光源，CIEに基づくD65光
源が最適であると判明した．一方，歯科の診療に
おいては歯牙全体の歯冠色を考察したり，歯牙の
表面から反射する光の影響，それを補綴する
Porcelain類の製作や，口唇の色，皮膚の色との関
係，年齢的な歯の色相，明度，彩度の表現，また
充填物，補綴物等との関係等複雑な様相を呈して
いる．色は光による網膜の感覚であるといわれる
様に，人間の色感覚によって個々に感受されるの
であるから，常に一定の均一な標準光が必要であ
る．以上総括すると，積分球標準光源の実験とし
て使用したMODEL　SF　651）－A型は，完全拡散
照明光を作り得た．日中，屋外で観察するときの
条件を忠実に再現する事ができ，D65光により自
然に近い影の無い昼光が得られる事がわかった．
積分球診療室を製作するにあたり，歯科診療内で
の色合せに最適である事の足がかりが得られたと
思考する．また積分球診療室の模型（1／3の大き
さ）では，歯科診療作業位置で，均等な1500～2000
Lxの拡散された軟らかい，無影の光を得る事が
でき，最初懸念した騒音も無く，長時間の診療と
精密な作業に快適な環境を作りだすのではないか
と予想できた．塗料としては拡散性があるルチー
ルタイプと硫酸バリウムが最もすぐれている事が
判明した．積分球内の照度は物理学的計算による
と，どの点をとっても均一であるが積分球診療室
内では壁の近く以外はおよそ均一であることが
188
判った．
6．結 論
橋口：積分球標準光源に関する研究
　積分球内の光源および光の反射は，均等な軟ら
かい光であることがわかり，MODEL，　SF　65　D－A
型と，大型模型積分球模型を作製して内部の照度
を測定したところ，
1）MODEL，　SF　65　D－A型積分球で，　D65点灯平
均値1176Lxであり，　A光源では838　Lxの平均
値であり，D6にA光源を加えると2020　Lxにな
り，各場所で均等な照度が得られた．
2）D65光源は昼光，　A光源は赤みの帯びた光で，
D光源にA光源が加わると昼光色に赤みの加わっ
た拡散された均等な軟らかい光が得られた．
3）次いで積分球模型を作製してランプ台11基に
昼光色ランプを取付け，積分球の表面に，ルチー
ムタイプ酸化チタン工業学的白色塗料を塗布，そ
の反射光を調べたところ1500～2000Lxの完全
拡散された均等な照明光を得ることができた．
4）積分球の騒音はあまり気になる様な条件は出
なかったが，中央部においていくらかの反響を感
じ取った．
5）積分球診療室の照度は
　　　　　　　　　2πI
　　E（a，b）＝　　　　　・
　　　　　　　a2十b2－a2b2
　　　　　　　㍑G奎i；圭；導1；）
の式で表わされ，壁の際以外はおおよそ均一な照
度であることが判った．
6）以上の事柄を総合して，積分球診療室を作製
する事に決定した、光源はD6s，昼光色，　A光源を
取付ける事とし，内面にルチールタイブ酸化チタ
ン工業学的白色塗料を塗布，反射光による軟らか
い均一な光源とする事とした、
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